
第４次総合計画改訂版　施策指標の見直しポイント別一覧

施策指標の見直しポイント 対　応 改訂後（→）又は追加（＋）の施策指標

612 空き家のうち腐朽・破損のあるものの割合 → 倒壊の危険がある空家等の数

711 開業率と廃業率の差 → 市内の事業所数

412 「子育て支援コンシェルジュ」の年間利用者数 → 吹田市で子育てをしたいと思う親の割合

511 市域の太陽光発電システム設備容量（累計） → 市域の年間温室効果ガス排出量

731 吹田まつりへの協賛・協力団体数 → すいたフェスタへの参加者数（来場者数）

121 市のホームページの閲覧者数（月平均）

513 「環境美化推進団体」の団体数

412（再） 「子育て支援コンシェルジュ」の年間利用者数 → 吹田市で子育てをしたいと思う親の割合

341 生活習慣改善に取り組む市民の割合 → 生活習慣を改善するつもりはない人の割合

812 一般建築物の個別施設計画の策定が完了した割合 → 公共施設（一般建築物）の改修や建替えをした件数

422 小・中学校のトイレ改修の実施率

512 「マイバッグ」の持参率

312 認知症サポーターの養成数（累計）

421 学校へ行くのが楽しいと感じる小・中学生の割合

811 財政調整基金残高 → 財政調整基金残高の標準財政規模に対する割合

431 青少年指導者講習会の年間受講者数

721 文化会館（メイシアター）の年間入館者数 ＋ 市の文化事業に出演・出展した市民の延べ人数

722 吹田市立博物館の年間入館者数 ＋ 「バーチャル・ミュージアム」へのアクセス数

213 消防団員数

712 ＪＯＢナビすいたを活用した年間就職者数

311 高齢者生きがい活動センターの年間利用者数

624 自転車通行空間の整備延長

341（再） 生活習慣改善に取り組む市民の割合 → 生活習慣を改善するつもりはない人の割合

432 留守家庭児童育成室の受入児童数 → 留守家庭児童育成室の待機児童数

123 自治会加入率

613 「みどりの協定」に基づく取組などを行う団体数

平和祈念資料館の年間来館者数

平和祈念資料館の年間貸出資料利用者数

222 消費者向けの講座の年間受講者数 → 消費者向けの講座等の年間受講者数

613 公園などの面積 → 都市公園の面積

221 防犯に関する講座等の年間受講者数

441 市内大学連携講座の年間延べ受講者数

③ー４コロナ禍等で達成困難
　指標を下方修正 スポーツイベントやスポーツに関する講座などへの

年間参加者数
723

指標を削除

⑤その他
　指標の文言修正の余地あり

より適切な指標に置き換え
（指標の根本は変更なし）
※一部、目標値も修正

指標を置き換え

211 各種団体との防災協定締結数

④その他
　取組内容との整合性 目標値を下方修正

（個別計画との整合性）
331（再）

小地域ネットワーク活動の延べ参加者数
（地区福祉委員含む）

331

指標の文言修正

442
地区公民館の年間利用者数
（オンラインによる講座受講者を含む）

生後4か月までの乳児がいる家庭に対し保健師、
助産師、民生委員・児童委員などが訪問や面談を
行った割合

723
「社会体育リーダー」など地域におけるスポーツ指
導者の延べ認定者数（累計）

→
「社会体育リーダー協議会」の会員数及び「公認ス
ポーツ指導員」の登録者数

→

413
生後4か月までの乳児がいる家庭に対し保健師、
民生委員・児童委員などが訪問し面談を行った割
合

→

111 平和祈念資料館の年間利用者数

431 青少年施設主催イベント・講座などの年間参加者数

→
防災協定締結団体の吹田市地域防災総合訓練参加
率

福祉避難所の支援を行うボランティアの人数 →
災害時要援護者支援に関する協定を締結した地区
の割合

③ー３単位を変更
　指標を置き換え
　（人数→割合など）

321
生活困窮者に対する就労支援専門員が関わる支援によ
り就労につながった人数

→
就労支援事業に参加した生活保護受給者等の就労
率

413
「ひとり親家庭相談」における就業相談の利用によ
り就業につながったひとり親の人数

→
ひとり親家庭への就業支援により就業につながっ
た人の割合

623
雨水排水施設の整備率
（1時間に約50mmの降雨に対応）

→ 雨水管等整備延長

③ー４コロナ禍等で達成困難
　指標を補足追加

331
小地域ネットワーク活動の延べ参加者数
（地区福祉委員含む）

＋ 民生委員・児童委員数の充足率

343
地域医療推進に関する講演会などの参加者数
（累計）

＋ かかりつけ医を持つ人の割合

＋ 青少年相談から社会参画につながったケース数

③ー１目標達成（見込み）
　指標を削除

③ー２目標値の根拠数値変更
　目標値を上方・下方修正

421
授業で学習したことが将来社会に出た時に役に立つと
思う小・中学生の割合

611
まちづくりのルール（地区整備計画）の策定地区数
［面積］

732
大学との連携による事業やイベントなどの年間実
施回数

③ー１目標達成（見込み）
　指標を置き換え

職員の実務基礎能力習熟度
（テスト正答率70％以上に達した割合）

③目標値の妥当性

③ー１目標達成（見込み）
　目標値を上方修正

312
後期高齢者のうち、要支援・要介護の認定を受けて
いる人の割合

313
受けている介護サービスに満足している利用者の
割合

344
健康増進広場など健都の施設を活用した運動プロ
グラムや健康イベントなどの年間実施件数

該当する施策指標

①毎年度の数値把握の可否 指標を置き換え

他に置き換えられる指標がなく
据え置き

612 住宅の耐震化率

②活動指標→成果指標への
　　変更可能性

指標を置き換え

813 職員1人当たりの年間研修受講回数 →
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